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氏 名 石 井 実

(論 支 内容 の要 旨)

「春 の 女 神 」ギ フ チ 。ウLuehdorfiajaponicaは 、1化 性 の アゲ ハ チ ョ

ウで、 早 春 に 成 虫が 現 わ れ、 そ の卵 か らか え った幼 虫は6月 に は蠕 とな り、

1年 の大 部 分 を 蠣 と して過 ご して翌 年 春 、 成虫 とな る 。本論 文 は、 この長 い

蝋 期間 が どの よ うに維 持、 調 節 され て い る か を明 らか に した も ので あ る 。

本 種 の 蠕 は暗 色 の 固 い クチ クラを も ってい るの で、 蠣体 内 で進 行す る成 虫

分化 の 様 子 を外 部 か ら知 るこ とは むず か しい.そ こで、 蠕 を種 々の条 件 下 に

お いて 一 定 期 間 の後 に解 剖 を行 い、 成 虫分 化 の進 行 度 をチ ェ ・ク した、

その 結 果、 次 の よ うな こ とが 明 らか に な った 、

1)本 種 は、 長 い 蠣期 の間 に2種 類 の 休眠 をす る。2)最 初 の 休眠 は 、夏

休 眠(summerdiapause)の 性質 を もち、 中温(14～25℃)と 短 日(14

～15時 間以下)の 両 条件 が満 た され た時 に速 かに 消 去 され る。3)成 虫分

化 は、5～30℃ とい う広 い温 度範 囲 で 進行す る こ とが確 認 され たが 、温 度 が

高 い ほ どその 速度 は大 きい 。4)し か し、 成 虫 分化 に好 適 な 条件 下 に蠣 を

お き続 けて も羽 化 は まれ に しか起 こ らな い 。 それ は、5)最 初 の休 眠 の消 去

後 、 蠣 が2度 目 の休 眠(冬 休 眠=winterdiapause)に 入 る か ら で あ る 。

この休 眠 は、 低 温 処 理 に よ って消 去 され 、 それ に続 く好 適 な温 度 下で速 かに

羽 化 が起 こ る。6)2度 目 の休眠 の消 去 、成 虫の羽 化 に は 日長 は関与 しな

いn

この よ うに、 本 種 は夏 休 眠 、冬 休 眠 とい う2種 類 の蠕 休 眠 を行 うこと に よ

って 長 い蠕 期 を コ ン トロール してい る。 更 に興 味 深 い のは、 本種 は春早 く蠣

化 が起 こる場 合 に そな えて 、 幼 虫期 の 日長 に よ り、 蠣 の生理 的性 質 を変 化 さ

せ る戦略 も用 い て い る こ とで あ る 。す な わ ち、短 日下 で蠣 化 した個体 で は、

蠕 の夏 休 眠 消去 の臨 界 日長が 短 くな る。 つ ま り、1化 性 昆 虫 で あ りな が ら、

幼 虫 、 蝋 と もに顕 著 な光 周性 を示 し、 それ に よ って その1年1化 の 生 活 環 を

外 界 の諸 条 件 と対 応 させ なが ら見 事 に維 持 して い る ので あ る。



これ らの 結 果か ら、 これ ま で納 得 のゆ く説 明 が与 え られ てい な か っ たギ フ

チ ョウの特異 な生 活史 の メカニ ズムが、 ほぼ 完全 に明 らか に され た 。
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姦i。

TableLCτiteτiaforthegradesofdi匪rentiatioロ,basedoロIc田KAwA8'α 乙(1955).

GradeCriteda

O:Nosig皿ofdifR}rentiation.

A:Fatbodiesbecomesomewhatdissociated.

B:Aduitorganssuchaseyes,1egsandantemaearecompietelyfbrmedbutnot

yetcolored,excepttheeyeswhichhavetumedpalebrown.Wingsshowno

sig且ofd温 ヒrentiation.

C:AntemaeandIegsaτecoloredbiackandthebodyisprovidcdwithnumerous

scalesandhaks.Wingsaredif艶rentiatedandmilkywhiteincolor.

D1:Wi且gshavetumedslightlyyellow,andthelightblueaロd!orredspotsontheD{ hindwingsareappea点ngbuttheblackpattemissti11unclear.
D2:Thebl準ckpattemonwingsisclearbutnotcomplete.

E:Formationofw血gpatternlscompleteandthead山isreadytoemerge.

F:Adu【temergence.

表1成 虫分化の遊行 表

⊂ril●rio髄fore▼ol"0曾ing曾 』●grod●ofod瞳lodifforon曾io曾ioO

　

グレード1状 態 窓甥 署野 噴鰐 薦 鑓」..で=・"穫∴拶 饗

6膨 驚 　 成虫分化の徴候が1鐘 糧 ご響 悪 腎ごll
l

AtO脂 肪体がやや融けはじめている。 、ゼ「_メ

ー 。眼.肢.触 触 。は完成 。てい。が,、・以 一',■コ 　
i外 は 無 着 色。 翅 は未 完 成 。 ヤ.、
ニ しロ ほ

ci。 成虫の体はすべて完成 しているが・翅は乳 .、.、
1白色.・

・・鰍 講 灘 ∫・後翅上に赤色
.ピ}
' .一 一 ・・.　 」乙 一 一コヒ

D20翅 に 黒 と黄 の ダ ンダ ラ絞 が 現 れ て い るが 不 嫡(約18顧)p叩 。。fLJσ ウo"面.

:三轍1驚岬 萬 羅 謹 灘

鱗蒙鰹嚢鰯 懸翻
裏2濡 訟『繋i難il難戴

・・磯 瀦 一一一 蕊 蒸 奏淫韓議 蒙

燕 鞭醸一 一



幕く3亀 イ1⊃イ牢諺羊016L一 里為ひ光 〔執 尽六ン

蛤 イし6。 日後(ゆo後 凋 戚 臓伽 ω 進=行 葭 ε餌

31臨 鄭 ≦←し}2」=)rヒ

田able3.Adultdiffeコentia七ionin七hel6L-pupaekep七under

variousphotoperiodsa七200σfコompupa七ion.Dissec七 工on.was

made60andl50(inparen七heses)daysaf七erpupa七ion.

C。ndlti。n。 エ。・ali七ies。fmat・ria1・

TanzawaKanazawaYamagata田oyota

l6工8DOOOOOOOOOOO

(A)(AA)

15工 、9工)一 一AAA△BOO

エ4nOD

(CCCD2妾D2斎)1呈)DユD・D・DユD・CCCC

'3mD

(D2斎D:£)(ll)D・DユD・ ⊃・CCC

12皿2D

(D2・E奪)(D:婁)CCCD・D・CC

8■16D-。CC⊃1DIDICC

菅indiv工dualsfounddeadat七he七imeofdis8ec七ion .

*σ 南孕智1日 ・をt=∂1ガ に 振しヒ しz,uて 三イじイ牢



耕 ・聡鴇喰 』鷲漉 雷毒鳳喩
タ～二霊 行後

田able4.Aduユ 七differen七iation ,in七hel2工 一 〇rthe8工 一pupae

600rl50(iユparen七heses)daysafterpupation .

C。nditi。n。12エ ーpupa・8■-pupa・

fro皿pUpationTaロzawaKanazawaYamagataYamaga七a

16工18⊃000000000000

(蝕)

=L5工 」9D--OOOOOOOO

14工10DOOOOOOOOOOOO

(A砦A)(A)

13n'⊃

(CCF⊃2砦)(D2菅D2鼻)。AA刀 ・D・D・D・D・

12エ12D

(CCC菅D2「斎)(D:奪)O。D・ ⊃ユOCCD・

8】ユ6D--OOOOOCCD1

管indi▽idualsfounddeada七 七hetimeofdissec七ion.



表 夕.萩 ・蛎 イくα1執蜘 二煙 τ3夫L日処理 日数

Table3・Peri。dofsho武dayexp。surerequiコedf。r七he

onsetofadu1七differen七ia七ionin七hel6L。pupaeof工.

ljaponicaofthe田oyo七apopulati。n.

Durationoftreatmen七

Grades

(15t)200C-12Lユ2D(2nd)200C-16L8D

SeriesA
-

10days60day8000

20days60day8CCD1

3。days6。daysCDIDl

SeコiesB一 一
10days-OOOO

20daySoOOA

30days-AAAA

40daySoCCC



姦6.種 乏 ⑦3鉱 、6駐 し。3.し↑3爪 ・旧タイ巳殖 行(汁 又・A)

輪 化60臼 後({ケD瞬)q角 覇 ・」設碑 芒 示 す.

田able6.Combinedeffec七sof七empera七ureandphotoperiod

on七heonse七 〇fadultdifferen七ia七ionin16]」-pupaeof⊇ .

aoaエcaoftheToyotapopuユati。n.TheGradeofdiffere且 。

tia七io11600rIOO(inparentheses)daysaf七erpupa七ionis

indicated.

Condi七ionsGrades

工ongday

230C-].6工8DOOOO

140C_16L8DOO

Shortday

330C-12工12D(0000AB)・ 斎

うOOC-12工8=L2⊃OOO

300C-10工14D(OABBBB)菅

25。C-12皿2⊃OC(D2⊃2E)砦

230C-12工12DCCCC

l40C-=L2工 」12DOC

lOoCの10Ll4D(000000)釜

Constaロ 七darkness

20。C-DD(CC⊃1DIDID1)蒼

(DIDIDID1)鼎

菅Kyotopopulation

菅静Ta且zawapopulation
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ζシリ ース`'B)

田abユe.Effec七sofachaエ1geil1七empera七ureand/orpho七 〇peコiod

o口theonsetorthera七eofaduユ 七differentiationillthe工6工 一

pupaeofL.japonicaof{Ea且zawagKaユazawa(菅)or{Poyota(f)

population.

Exp・

No.lstcondi七ion82コdcollditionsGrades

皇●2。OC-1錘1i聾)20.C'遷8埜)D2⊃2盟E斎

互●20.C'1量'塵)5.C.ぞ 込 塑)磯D至D・D・D2

c.230C。16エ8Dl60C-16工8DBBCCC砦C軸一(鯉 塑)(距
塑)

d.200C-16工 」8D⊥40C-161」8DAナA寺B+一(鯉
塑)(鯉 塑)

e.200C-161」8D40C-=LOエ14DOセO+欄(豆9
塑)(豆9塑)
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thel6工 」-pupaeof玉.japonicaofKyo七 〇popula七ion.
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f.200C_16■8D40G_10]コ14DOOOOOO
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(20days)(60days)

h.100C_10二Ll4D200σ_16工8DOOOOO
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(20days)(60days)

」.200σ 一12工 」12工)IOoC-10工 」14DCCCCCC
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'・20QC-llき'言 ヨ

y。)30.C-ll台8ぎay。)D至D誉D誉D益

m.50。C-16工8D-0000AA
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菅individualsfQunddeada七thedissec七ion

叢9で 外略 が祁 繭 論 鴨 イも

Adu⊥ 七differentia七10nin七hepupae

kep七under七hena七ura⊥condi七ions.

1)ateofd⊥ssec七ioヱ1Grades

lstOc七.AA

22nd⊃ec・CD=LD2

4thMar・DユDID1

25rdMa「 ・D2P2E
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表1・2蝸 毛穂 乏畠条イキ下・・あ・"三槻 の癖 ㍗ ヨ勾化

1。 七 。。nd.2nd。 。。d.3。d。 。。d.A/Na/d。tab♪

SeriesA

200C-16工 、8⊃ 一 一 〇/4
-=L5工 、9D--0/4

-14LIOD--0/4・

-15LllD--O/4

-12工 、12D--1/4δ;123

-8L16D--Q/4

SeriesB

2QoC-14L10D200C-14■10D-2/4δ;149δ;ユ53

(60days)(we七)

-O/4

120days)蒲 「ア

200C-15]」11D200C-13コ ユ].D-0/4

(60daysノ(wet)
-0/4

(120days)一 一一一一一一てマ蕊 ア

2QoC-12工12⊃200C-12工12D-0/4

(60days)(wet)

0/4

120days)一 一一一一一一て研 ア ー

200C-8L16D200C-81、16⊃-0/4

(60days)(wet)
-0/4

120days)一 一一一一一一て「薦 ノ

SeriesC

200C-12]コ12D200C-16】 」8D-0/4・

(60days)

-0/4
一 τ 工画

s)

200σ 一14L工OD-0/4-一 圃
s)

-0/4}「 踊
s)

200C-15工 、1=LD-O/4-「 礪
s)

-0/4

乱工20days)

SeriesD

20.Cτ 轟3

。)5.Cて8ぎ 、。y。、2。.C-⊥6エ8D3/4δ ・192δ δ・23

0/4

12Qdays)一 一一一(つδdays)

200C-14エ ユOD2/4δ;17δ;20一一 一一r召δ一～葡
s)一 一一 一(灰 ∫days)

0/4

工20days)一 一一一て百てydays)

200C-12]」].2D50C-DD200C-15Lll⊃1/4・ δ;17

(60days)(90days)

o/4

12Qdays)一 一 一ぐ百δdays)

200C-12工 」121)2/4δ;20δ;36
-一 一一(て礪F

3)一 一一一(可)days)

0/4

].20day3)一 一一 啄 ∫days/

a)Numberofadul七sobtained/numberQfpupae

b)figuresindicatedayQfemergenceaエ'ter七nelast七ransfer
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図 ユ 惑 竪 導 下 に 函 し↑ う 職 卿6P畠 言こ鉦

(瞬3蔦,lr6午 判)
ギ フチ 四ウ属 の 出 現 期(北 信地 方)

適 月5月6-月 ギ'フ チ ョ ウ

謂 酷 臨 網 再廟 司 場 所1鵬(m)1記 町

:層'i::1:1:1蹴 犠 村森1,。 。』1購 瀧
●1963・4・28〃 黒 岩 山800小 川 清 美

● ..1963。4・28,〃900小 野 沢 竜之
ロ

●'1950●4●29'"800藤 沢 正 平

●"1950●4●30〃800〃

1●
.・,'1951・5・3斑 尾 山 荒 瀬原 谷1000北 村 文 治

●.1953・5・3下 水 内 郡 豊 田 村 月 夜 缶900神 田 稲 見

●1962・5。3飯 山 市 屋 敷500小 野 沢 竜之

● 馳 ・1960・5・5〃 牛 が 首600〃

● .:1962・5・6〃 ・.黒 岩 山.900〃

●1950・5・8下 高井 郡 木島 平村 馬 曲北 入1100土 屋 郁 夫

●'1950・5・8斑 尾 山 古 間 側 一 荻 野 誠 作
`●

1952・5・9飯 山 市 黒 岩 山800藤 沢 正 平

●1958r5・10下 高 井 郡 野 沢温 泉村 朝 上300上 原 幸 夫

●
、1960●5'10卿 市黒岩山 、1860-880小 川1瞬

●1963●5・10〃700～740〃

● 『1950・5・13斑 尾 山 東 北 山 麓 ・ 一 荻 野 誠 作

●.'1951・5・13斑 尾 山 一 明 袖 岳'1-`1100北 村 文 治

●1961。5。14飯 山 市 黒 岩 山 中 腹900小 野 沢 竜之

●1953・5・17下 水 内 郡 貝立 山 山頂900藤 沢 正 平

●1963。5・18飯 山 市 黒 岩 山900小 川 清 美

●e1963r5●19〃 .820〃

●1952・5・24〃 伏 野 峠下 、750藤 沢 正 平

●1951・5・26〃 岡 山 田 母 木 平上650"

●'1951・5・26〃 関 田 峠 下 方900〃

●1951・5・30〃 太 田 区 高 畑750〃

●1951・5・30〃 仏 が 峰 中 腹800"

●""1951・5・30〃 太 田 区 和 平750〃

●1962・6・2〃 温 井500-}700小 野 沢 竜之

●1951・6・3下 水 内 郡 貝立 山 西900藤 沢 正 平

●1951。6。3〃 貝立 山 山 頂937〃

●1951・6・3下 水 内 郡栄 村 野 々海1100藤 沢 正 平

●1951・6・3斑 尾 山 山 頂1382北 村 文 治

●1958・6・11苗 場 山 中腹1100保 倉普四郎 他

●1953・6・17飯 山市 梨 平峠 下1000藤 沢 正 平

ギ フチ ョウ 属 の卵 の記 録(北 僑 地方)1

4月5月6月 ギ フ チ ョ ウ

網 瀦1編 翻 葛 年 月 司 場 所"1標 高(m)1記 賭

● ・95・・5・6飯 山市黒岩山1・8・ ・ 藤沢 正平

●1950・5・8斑 尾 山 古間 側.一 荻 野 誠1乍

●1952・5・9飯 山 市 黒 岩 山800藤 沢 正 平

●1950・5・13斑 尾 山 東北 山 麓 一 荻 野 誠作

●1952・5・18下 高 井 郡 木 島 平村 樽 滝500藤 沢 正 平
辱 ●1951 。5・19飯 山 市 小菅 山1000〃

●1951・5・30飯 山 市 湧 井 上 方730〃

●1954・6・2飯 山 市 黒 岩 山800〃

●1953・6・17飯 山 市 梨 平 峠 下750"
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